
一般財団法人岡山県国際交流協会 平成 31年度事業報告 

（下線は新規事業）                             

１．国際交流の推進に関する事業 

 

(1) 海外移住者関係団体活動支援事業〔支出額 0千円〕 

内  容   海外移住者の交流、若しくは移住者等と県民及び県内に在住する移住者等の家 

族との交流に貢献している関係団体に対し、活動支援を実施。 

活動費交付  0件 

 

(2) 岡山を知ろう 交流バスツアー〔協会負担131千円(130,480)/日中懇話会負担131千円(130,479)/

総支出 261千円(260,959)/事業収入 47千円〕 

   実 施 日  令和元年 10月 20日(日) 

   場  所  備前長船刀剣博物館、牛窓オリーブ園、第 37回備前焼まつり、特別史跡旧閑谷学校 

   内 容 等  貸切バスで県内の観光地を巡り、県内在住の外国人及び留学生に岡山への理解を深

めてもらうとともに、日本人参加者との交流を図る。 

   対  象  小学生以上の県内在住留学生・外国人（小学生は保護者同伴） 

   参 加 費  外国人1,000円、小学生 800円、日本人会員 1,000円、日本人一般 3,000円 

   定  員  〔43名／申込者 県内在住留学生・外国人 31名、日本人 7名、ボランティア 5名〕 

                         

   参 加 者  45名〔外国人 31名、日本人 9名、ボランティア 5名（外国人 2名、日本人 3名）〕 

  

(3) 海外技術研修員等ネットワークづくり 〔支出額 5千円〕 

  

  帰国した研修員に向けて、協会会報誌の研修員関連記事や岡山県に関する外国人向け情報等を日

本語・英語の 2か国語でメールや郵送により情報発信する。年度内に 1回実施予定。 

 

(4) 留学生と県民との交流会（2回）〔支出額 389千円/事業収入 19千円〕 

   実 施 日  令和元年 6月 15日(土)、12月 21日(土) 

   場  所  岡山国際交流センター 7階 多目的ホール 

8階 イベントホール、地下 1階レセプションホール 

   内 容 等  <イタリア編> 令和元年 6月 15日(土) 

留学生プレゼンテーションにて、イタリアの基礎情報、各地域の特徴、観光

名所、建築物などについて紹介した。クイズでさらに知識を深め、その後グ

ループ交流をした。 

            参加者  54名〔定員 60名／申込者 60名〕  

<特別編> 令和元年 12月 21日(土) 

           イギリス、イタリア、フィリピン、ブルガリア、米国、ベトナム、ミャンマ

ー出身の岡山に在住している留学生を１０名迎え、出身地の文化や言語など

の紹介をし、グループ交流をした。午後は交流パーティーにて留学生による

自国紹介の続きと、各出身地にちなんだクイズ大会を行った。 

参加者  88名〔定員 60名／申込者 98名〕 



   対  象  一般県民 

   参 加 費  （イタリア編）協会会員／外国人 無料、一般 500円 

（特別編）協会会員／外国人 無料、一般 2,000円 

 

(5) 留学生等による国際理解学習支援プログラム〔支出額 394千円〕 

   実施期間  令和元年 7月～令和 2年 1月 

   内  容  小学校側が企画した授業案に適した留学生等を講師として派遣。 

         自国紹介、自国の歌、ゲーム等を通じ、児童と交流を図った。 

   派遣留学生   22 名（国名：アフガニスタン、イエメン、インド、インドネシア、ウズベキスタ

ン、ガーナ、シリア、スペイン、スリランカ、中国、ドイツ、バングラデシュ、ベ

トナム、ミャンマー） 

   実 施 校  10校（派遣数：10回） 

  

(6) 国際スポーツ交流事業〔支出額 140千円〕 

 

     実 施 日  令和元年 11月 30日(土) 

   場  所  岡山国際交流センター 8階  イベントホール 

  内 容 等  県民と県内在住の外国人がスポーツを通じて交流を深める。 

   対  象  在住外国人、日本人 

   参 加 費  外国人 、日本人 無料 

   参 加 者  定員 29名 

 

 

２．国際協力・貢献に関する事業 

 

(1) 国際貢献ローカル・トゥ・ローカル技術移転事業〔支出額 6,787千円/委託料収入 6,787千円〕 

  [受入期間  令和元年 7月～10月] 

アルゼンチン   (女性） 社会福祉 特定非営利活動法人アムダ 

  [受入期間  令和元年 7月～10月] 

ブラジル  (女性） 幼児教育・保育 岡山鹿田保育園 

岡山市鹿田幼稚園 

[受入期間  令和元年 8月～11月] 

モンゴル （男性） 医療（内視鏡） 岡山済生会総合病院 

  [受入期間  令和元年 8月～11月] 

カンボジア （女性） 日本語教育 

日本語指導 

学校法人アジアの風 岡山外語学院 

 [受入期間  令和元年 9月～11月] 

中国 （女性） 人的資源管理 岡山商科大学 

 

 

 

 



(2) 米国学生招聘事業〔支出額 705千円〕 

[受入期間  令和元年 8月～9月] 

米国（男性）   岡山県庁 地元プロスポーツクラブの経営戦略の検討。 

[受入期間  令和元年 8月～9月] 

米国（女性）   岡山県庁 インバウンド観光客向けの英語資材、体験ツアー等の検討。 

  

(3) NGO団体の運営助成事業〔支出額 100千円〕 

   実施期間  平成 31年 4月～令和 2年 2月 

   内  容  NGO等の活動を支援するため、(特活)岡山県国際団体協議会に助成金を交付。 

 

 (4) 国際貢献 NGOフェア〔支出額 29千円〕 

   実施期間  令和 2年 1月 6日(月)～3月 4日(水) 

   場  所  岡山国際交流センター 1階 ロビー他 

   内    容   NGO団体が活動状況等をパネル展示等により紹介（1団体 1週間） 

         希望する団体は講演会等を開催 

   展示団体  8団体 （11団体を予定していたが感染症拡大防止のため 3団体が中止） 

  講演会開催団体  1団体 （4団体を予定していたが感染症拡大防止のため 3団体が中止） 

   主  催  (一財)岡山県国際交流協会 

   共  催  (特活)岡山県国際団体協議会 

  

(5) 国際貢献・協力セミナー〔支出額 108千円/収入額 54千円（共催負担金）〕 

   実 施 日  令和元年 10月 5日(土) 

   場  所  岡山国際交流センター 2階 国際会議場 

   内 容 等  【＜生きる＞とは？アフリカの大地、世界を旅して感じたこと】 

写真家 竹沢うるま氏          

   参 加 者  85名 （申込者 81名） 

   共  催  岡山発国際貢献推進協議会、(特活)岡山県国際団体協議会 

  

(6) NGOの活性化支援事業〔支出額 157千円〕 

   実施期間  令和元年 4月～令和 2年 3月 

   内  容  NGO団体を支援し、地域の国際交流・協力活動等の活性化を図るため、 

活動の一部を助成。1件につき上限 5万円。 

   助成団体  3件 

          ・漢字道場 

          ・合同会社ダフェプロジェクト 

・新見青年会議所 

 

(7) フェアトレード推進事業 

  【おかやまフェアトレードデー！】〔支出額 230千円/事業収入 46千円〕  

実 施 日  令和元年 5月 18日(土) 

   場  所  岡山国際交流センター（1Fロビー、2F国際会議場、7F多目的ホール）  

    



内    容   ① SDGsワークショップ「広げよう、つなげよう、私たちの未来図」（2F） 

参加人数 37名〔定員 35名／事前申込者 30名〕 

       ② ポスターセッション「私たちの活動紹介～岡山でフェアトレードしよう」（7F） 

            参加人数 約 50名〔入退場自由、事前の申込み不要〕 

       ③ 基調講演「イイもの×イイこと＝My Dream」（2F） 

            参加人数 約 60名 〔定員 120名／事前申込者 42名〕 

       ④ トークセッション「フェアトレードで世界につながる！」(2F) 

            参加人数 約 50名〔定員 120名／事前申込者 35名〕  

⑤  クラフトショップ「アフリカ布で作る世界に一つだけのオリジナル小物」(2F) 

            参加人数 19名 〔定員 40名／事前申込者 15名〕  

        ⑥ キテ！ミテ！シッテ！展示（1Fロビー） 

           期 間 5月 11日（土）～5月 18日（土） 

フェアトレード団体 17団体や JICA地球ひろばの資料の展示 

来場者 約 1,000名（8日間のセンター利用者数から推計） 

         

    主  催  (一財)岡山県国際交流協会 

   共  催  JICA中国、岡山発国際貢献推進協議会、 

岡山フェアトレードの会、岡山 ESD推進協議会 

   後  援  岡山県教育委員会、岡山市教育委員会 

    

【フェアトレード交流会】 〔支出額 66千円〕 

    実 施 日    令和元年 10月 12日(土) 

  場  所  岡山国際交流センター 多目的ホール 

内  容    ①吉永 幸子氏（NPO 法人 LOOB JAPAN 理事兼フェアトレード担当）による講演 

「LOOBのフェアトレード～フィリピンとの草の根交流」 

②交流タイム フェアトレード認定の商品販売、試食試飲 

③県内高等学校・学生による事例活動の発表 （後楽館高等学校 国際理解部） 

※台風 19号の影響のため、①の講演を中止し、映画鑑賞「甘いバナナの苦い現実」

製作：PARC(特定非営利活動法人 アジア太平洋資料センター) の内容に変更。 

参 加 者    51名 

共  催  岡山フェアトレードの会 

協  賛  岡山発国際貢献推進協議会 

 

３．国際理解に関する事業 

 

(1)英語で話そう〔支出額 166千円／事業収入 6千円〕  

   実 施 日  令和元年 9月 16日(月祝) 

   場   所  岡山国際交流センター 地階 レセプションホール 

   内 容 等  クレシーニ・アン氏（北九州市立大学准教授）による講演及びワークショップ   

     参 加 者  53名 （申込者 58名）          

   対   象  日常英会話のできる方  

   参 加 費    協会会員/外国人/高校生以下 無料、一般2,000円 

  

 



 (2) 地球市民講座〔支出額 183千円〕 

   実 施 日  令和元年 12月 8日(日) 

 場  所  岡山国際交流センター 2階 国際会議場 

   内 容 等  テーマ  「平和の空の下で夢を叶えたい -中東の難民問題と現状-」 

   参 加 者   定員 21名 

 

(3) 外国語講座（中国語・インドネシア語） 

① 中国語講座〔支出額 5千円〕  

   実施日等  ① 前期 <入  門> 毎週土曜日 17時 40分～19時 10分 

<初 級> 毎週土曜日 19時 20分～20時 50分 

<中 級> 毎週日曜日 17時～18時 30分 

<上 級 A> 毎週土曜日 10時～11時 30分 

<上 級 B> 毎週日曜日 10時～11時 30分 

 

② 後期  <入  門> 毎週土曜日 17時 40分～19時 10分 

<初 級> 毎週土曜日 19時 20分～20時 50分 

<中 級> 毎週日曜日 17時～18時 30分 

<上 級 A> 毎週土曜日 10時～11時 30分 

<上 級 B> 毎週日曜日 10時～11時 30分 

 

場  所  岡山国際交流センター 6階 会議室 

実施回数・受講者数  <入  門>  延 36回、延 254名〔定員 各回 16名〕 

<初 級>  延 36回、延 324名〔定員 各回 16名〕 

<中 級>  延 37回、延 433名〔定員 各回 16名〕 

<上 級 A>  延 36回、延 255名〔定員 各回 16名〕 

<上 級 B>  延 37回、延 151名〔定員 各回 16名〕 

   受 講 料    6か月間 テキスト代別    高校生以下 13,000円、 

協会会員 15,000円、一般 18,000円 

   共  催  岡山県華僑華人総会 

 

② インドネシア語講座〔支出額 5千円〕  

   実施日等  毎週土曜日 13時～14時 45分  

   場  所  岡山国際交流センター 6階 会議室 

   実施回数・受講者数  <初 級>  延 42回、延 504名 

   受 講 料  1年間 テキスト代別 15,000円 

共  催  岡山インドネシア友好協会 

 

(4) 国際理解学習プラン講師派遣事業  〔支出額 329千円〕 

   実施期間  令和元年 9月～令和 2年 2月 

   内  容  県内の６つの NGO団体を、小中高等学校 計 15校(全県から公募)へ講師として 

派遣。各校で各 NGO作成の学習プランを実施。 

 

 



派遣団体 

 

 

 

実 施 校   小学校 15校（岡山市 1、倉敷市 3、赤磐市 4、玉野市 2、矢掛町 1、瀬戸内市 1） 

         中学校  1校（岡山市 1） 

         高等学校 2校（岡山市 2） 

          

(5) 図書資料室の運営 

【海外マガジン リサイクル週間】 

   実 施 日  令和元年 11月 11日(月)～23日(土祝)  

   場  所  岡山国際交流センター 4階 図書資料室 

   内 容 等   海外マガジンのリサイクル（無料譲渡） 

 

(6) 英語による絵本の読み聞かせ会〔支出額 186千円〕 

【英語による絵本の読み聞かせ会（2回）】 

   実 施 日  令和元年 6月 23日（日）、特別編 令和元年 11月 23日（土祝） 

   場  所  岡山国際交流センター 4階図書資料室、B1Fレセプションホール(特別編のみ) 

   内  容   英語の絵本の読み聞かせ会、外国の言葉や文化についての話等          

   講   師  岡山在住の外国人 

   対  象  県内在住の外国人及び日本人の子ども(3歳～小学 6年生)とその保護者等 

     参 加 者  第 1回 62名、第 2回 72名 

  

 (7) 韓国語講座〔支出額 304千円／収入額 491千円〕 

     実施日等   <入 門>   第 2・4水曜日(全 19回)  

〔令和元年 5 月 8日（水）～令和 2年 2月 19日（水）〕 

19時 20分～20時 30分 

          <初 級>  第 2・4金曜日(全 18回)  

〔令和元年 5月 10日（金）～令和 2年 2月 14日（金）〕 

19時 20分～20時 30分                 

         <会 話> 第 1・3金曜日（全 19回） 

〔令和元年 5月 17日（金）～令和 2年 2月 21日（金）〕 

               19時 20分～20時 30分 

         <韓国文化教室>令和元年 9月 21日（土）14時～16時   

韓国の伝統衣装「ハンボク」の紹介や講義を実施後、 

韓国のお菓子やお茶を楽しみながら各クラスの受講生との 

交流を深めた。                

       場   所   講座：岡山国際交流センター 4階 図書資料室 

          韓国文化教室：岡山国際交流センター 7階 多目的ホール 

実施回数・受講者数 

   <入 門>  全 19回、延 368名 [定員 25名 申込者 25名] 

          <初 級>  全 18回、延 150名  [定員 25名 申込者 21名] 

          <会 話>  全 19回、延 124名 [定員 25名 申込者 11名] 

          <韓国文化教室>      47名 

 ◦ (特活)国際文化友好協会岡山支部 ◦ 岡山ユニセフ協会 

 ◦ (特活)岡山日本語センター ◦ アジア農村協力ネットワーク岡山 

◦ ダフェプロジェクト ◦ (特活)AMDA社会開発機構 



受 講 料  協会会員 8,000円、一般 10,000円 （テキスト代別）  

      韓国文化教室  協会会員・受講生 無料 一般 500円 

     

 

４．外国人に対する情報提供等に関する事業 

 

(1) 情報相談コーナーの運営（情報提供及び相談への対応）〔支出額 1,833千円〕 

主な内容  生活相談、観光情報、日本語講座関連情報、ボランティア情報等 

   相談件数   3,014件〔日本人 2,134件 ／外国人 880件〕 

 

（2）多文化共生総合相談センターの運営〔支出額 865千円〕 

 
主な内容  在留外国人への各種相談、情報提供を計 11か国語で提供する。面接・トリオフォ

   ン・メールで受付し、適切な関連機関への取次を行う。 

    相談件数   262件 

 

(3) 多言語相談事業 〔支出額 811千円〕 

 

【多言語相談〔中国語・ポルトガル語・ベトナム語・タガログ語・韓国語〕（181回/年）】 

   実 施 日  <中国語・ポルトガル語> 

 毎月第 1・第 3土曜日、第 2・第 4水曜日 13時～17時 

 

<ベトナム語> 

毎月第 1・第 3土曜日 13時～17時 

         <タガログ語> 

毎月第 1土曜日、第 4水曜日 13時～17時 ※トリオフォンによる対応  

毎月第 3木曜日 10時～14時  

<韓国語> 

毎月第 2水曜日 13時～17時 ※トリオフォンによる対応  

毎月第 4水曜日 13時～17時  

  

   場  所  岡山国際交流センター 1階 情報相談コーナー相談室 他 

   内  容  中国・ブラジル・ベトナム・フィリピン出身の相談員が、中国語・ポルトガル語・

ベトナム語・タガログ語・韓国語で一般生活相談に面談または電話で対応。 

  相談件数  延 79件 

〔中国語 22件/ポルトガル語27件/ベトナム語8件/タガログ語19件/韓国語3件〕 

【相談員スキルアップ研修会】 

   実 施 日  令和元年 9月 7日（土）10時 00分～12時 10分 

   場  所  岡山国際交流センター 3階 研修室 

  内 容 等  講義「相談員に必要な在留資格の知識」、質疑応答 

   対  象  多言語相談員および外国人相談センター相談員 

   参 加 者  10名 



 

(4）在住外国人派遣相談事業〔支出額 19千円〕 

   実施期間  平成 31年 4月～令和 2年 3月 

     内 容 等  県内市町村その他の公的機関等からの要請、多言語相談の相談者について相談員の

同行が必要と判断した場合、相談員を派遣する。 

   派遣件数  2 件〔ポルトガル語１件、ベトナム語１件〕 

   派遣内容  法律相談 

 

(5) 外国人のための無料法律相談（11回 内、1回はコロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

〔支出 367千円〕（366,389円）  

   実 施 日  毎月第3土曜日（4月を除く） 

     場  所  岡山国際交流センター 6階 多目的ルーム A 等 

   内  容   ◦ 弁護士が対応 

         ◦ 結婚・離婚、交通事故、雇用主とのトラブル等についての相談 

   相 談 者  延 22名〔相談人数 延 22人 ／定員 各 3名/月〕  

   相談件数  延 22件 

   共  催  岡山弁護士会 

  

(6) 行政書士による出入国手続き等相談事業〔支出額 7千円〕 

   実 施 日  毎月第1・第 3土曜日 

   場  所  岡山国際交流センター 1階 情報相談コーナー 

   内  容   行政書士が出入国手続き等に関する相談に対応 

   相談件数  39 件〔日本人 16名／外国人 33名〕 

   共  催  おかやま申請取次行政書士連絡会 

 

(7) 多文化共生マップ 〔支出額 8千円〕 

   実施期間  平成 31年 4月～令和 2年 3月 

     内 容 等  インターネットで提供されている地図情報サービスを利用して、多文化共生に必要

な施設や団体等の多言語情報を地図上に掲載。協会ホームページ上で情報を提供。 

                 日本語、英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、ベトナム語で掲載中。 

         掲載箇所  153箇所 

  

(8) 多言語による情報提供事業 〔支出額 12千円〕 

 
   実施期間  平成 31年 4月～令和 2年 3月 

     内 容 等  日常生活に必要な生活情報を簡潔にまとめた「外国人のための岡山生活情報ハンド

ブック」の内容を随時追加・更新し、協会ホームページから在住外国人に情報を提

供。 

   掲載言語  英語、中国語、韓国語、ポルトガル語、ベトナム語、スペイン語、インドネシア語 

        （日本語併記） 

 

 



(9) 岡山の魅力発信事業〔支出額 982千円〕   

  実施期間  平成 31年 4月～令和 2年 1月 

  内 容 等   県内在住外国人等が取材した、おかやまのイチ押し情報を掲載 。サイト上の 

ジャンルは「観光」「グルメ」「イベント」「温泉」など。月 12記事（4言語）

程度を掲載。（年 163記事） 

  実  績  英語 51件、中国語（簡体字）35件、中国語（繁体字）35件、韓国語 42件 

アクセス総計：12,601件 

 

５．多文化共生社会実現に関する事業 

 

 (1) 日本語講座  〔支出額 1,053千円〕（1,052,488円）   

実 施 日  火曜日 10 時～11 時 40分（入門～中級）〔延 39回／延 348名〕 

          〃  18時 30分～20時 10分（入門～中級）〔延 39回／延 702名〕 

         水曜日 10 時～11 時 40分（入門～中級）〔延 40回／延 422名〕 

          〃  18時 30分～20時 10分（入門～中級）〔延 40回／延 543名〕 

         木曜日 10 時～11 時 40分（入門～中級）〔延 41回／延 710名〕 

         金曜日 10 時～11 時 40分（入門～中級）〔延 39回／延 400名〕 

         土曜日 15 時 10 分～16 時 50分 （入門～中級）〔延 40回／延 783名〕 

場  所  岡山国際交流センター 6階 会議室 他 

対 象 者  小学生以上の県内在住外国人 

講  師  (特活)岡山日本語センター(OJC)、岡山日本語教師ネットワーク(ONN)のボランティア 

講師 

受 講 料  無料（但し、ジャパニーズクラス会員に入会が必要。） 

受講者数  延 3,908名〔延 278回〕 

   

(2) 多文化共生コミュニケーションサポーター登録制度 〔支出額 2千円〕 

     医療機関・行政窓口・学校等における外国人と日本人関係者のコミュニケーションを通訳ボラ

ンティアとして支援するため、語学レベルの高い人を「多文化共生コミュニケーションサポータ

ー」として登録。 

   登 録 者  65名（医療通訳43名、一般通訳 54名 ＜重複登録を含む＞） 

 

(3) 多文化共生コミュニケーションサポーター研修事業 〔支出額 250千円〕 

【多文化共生コミュニケーションサポーター研修会（3回）】 

   実 施 日  令和 2年 1月 10日(金)、1月 11日(土)、1月 17日(金) 

   場  所  岡山国際交流センター 3階  研修室 

   内 容 等  講師 岩本 弥生氏 

（特定非営利活動法人多言語社会リソースかながわ（MICかながわ）理事 

            ポルトガル語通訳、通訳コーディネーター） 

①コミュニティ通訳・基礎編 

         ②コミュニティ通訳・実践編 



         ③コミュニティ通訳・医療部門 

   対  象   多文化共生コミュニケーションサポーター登録者及び登録希望者 

   参 加 者  ①15名 ②19名 ③15名（定員 各 25名程度） 

 

(4) 多文化共生コミュニケーションサポーター派遣事業 〔支出額 414千円〕 

   外国人または学校・行政窓口・病院等からの要請を受け、通訳ボランティアを派遣。 

   実施期間  平成 31年 4月～令和 2年 3月 

   派遣件数    87件 

（中国語 22件、ポルトガル語 19件、英語 26件、ベトナム語 7件、タガログ語 8

件、スペイン語 5件） 

     内 容 等  ◦ 医療  47件（内科 5件、精神科7件、内視鏡センター1件、神経科 1件、婦人科

22件、乳腺甲状腺科 2件、耳鼻科 2件、歯科 1件、整形外科 3件 

他）※複数受診あり 

◦ 一般  40件（教育関係：保護者会、三者懇談、保育園、支援学校等 18件、 

行政：役所、年金、税金、労働、児相、法律、在留等 22件） 

 

(5) 日本語ボランティアスキルアップ事業〔支出額 104千円〕（103,728円） 

【日本語ボランティアスキルアップ研修会】 

   実 施 日  令和元年 11月 9日(土)開催 

   場  所  岡山国際交流センター 7階 多目的ホール 

   内 容 等   第二言語取得の研究結果に基づいて、実用的なレッスンプラン、教え方について。 

対  象  県内で日本語ボランティア活動をしている方等 

   参 加 者  参加人数 47名 

  

(6) 日本語教室開設・活動支援事業〔支出額 105千円〕（104,498円） 

   実施期間  令和元年 5月～令和 2年 2月 

     内 容 等  日本語教室を開設または日本語教室の質的向上や拡充を行うグループ、個人を支援。

助成金の交付や教室開設支援サポーターの派遣、教室見学の助成など。 

   交付件数  3件 

   派遣件数  0件 

 

(7)子ども日本語学習サポーター派遣事業〔支出額 820千円〕（819,178円） 

【子ども日本語学習サポーター派遣】 

   学校等からの依頼を受け、「子ども日本語学習サポーター」を派遣し、外国人児童・生徒の日本

語学習を支援。 

   実施期間  令和元年 5月～令和 2年 2月 

   派遣件数   20校（小学校 15校、中学校 5校） 

     活動内容等  授業中の別室での個別日本語学習指導、放課後の教科学習補助 等 

   活動回数   延 205回 

 

 



(8)子ども日本語学習サポーター研修事業 〔支出額 64千円〕（63,527円） 

【子ども日本語学習サポーター研修会】 

（第１回） 

実 施 日    令和元年 8月 18日(日) 

     場  所  岡山国際交流センター 4階 図書資料室 

対  象  当協会子ども日本語学習サポーター登録者、日本語指導者など  

     内 容 等    岡山県内の外国人児童・生徒の現状、県外のサポートの状況やブラジルの動向等

について学んだ。 

参 加 者  参加人数 21名〔定員 25名〕 

（第２回） 

実 施 日  令和元年 8月 25日(日) 

     場  所  岡山国際交流センター 4階 図書資料室 

対  象  当協会子ども日本語学習サポーター登録者、日本語指導者など 

     内 容 等   ①外国人児童・生徒の学校での現状・使用教材等の紹介などについて話を聴いた。 

                   ②日本語教育にも取り入れられている「多読教材」について学び、グループで 

作成した。 

     参 加 者  参加人数 20名〔定員 25名〕 

 

(9) 地域共生サポーター養成・研修事業〔支出額 170千円〕 

【地域共生サポーター養成講座】 

   実 施 日  令和元年 7月 27日(土) 

   場  所  岡山国際交流センター 7階 多目的ホール 

   内 容 等  講義 「多文化共生からアプローチする地域共生社会のグランドデザイン」、 

                 グループワーク 

   対  象  多文化共生や外国人支援に関心のある方 

   参 加 者  31名〔定員 30名／申込者 37名〕 

 

【地域共生サポーター研修会】 

   実 施 日  令和元年 7月 27日(土) 

   場  所  岡山国際交流センター 7階 多目的ホール 

   内 容 等  多文化共生団体の活動の事例発表、活動を実践するため必要な準備、 

心構えなどについての講義、グループ別交流会 

   対  象  一般県民、地域共生サポーター登録者(岡山県に登録) 

   参 加 者  36名〔定員 30名／申込者 36名〕 

  

(10)岡山県地域国際化推進団体連絡協議会（2回）〔支出額 203千円〕 

    実 施 日   <第 1回>令和元年 7月 11日(木) 13時 30分～16時 

         <第 2回>令和 2年 2月 14日(金) 13時 30分～15時 40分 

   場  所  <第 1回>岡山国際交流センター 7階  多目的ホール 

<第 2回>岡山国際交流センター 地階 レセプションホール 

   内 容 等  総会及び構成団体の資質向上に繋がる研修会を実施 

         <第 1回>研修会「北海道胆振東部地震における災害多言語支援センター設置事例 



  と課題：災害多言語市民スタッフの育成と活用」 

   <第 2回>研修会「災害時の外国人支援」 

   対  象  岡山県地域国際化推進団体連絡協議会の構成 16団体および各市町村職員 

   参 加 者  <第 1回>19名 <第 2回>21名 

 

(11)日本語学習支援等事業〔支出額 76千円〕（75,671円） 

目    的   日本語教材の貸出を岡山国際交流センターで行う 

場    所   岡山国際交流センター ４階 図書資料室 

対    象   （貸出対象者）日本語教師ボランティア、子ども日本語学習サポーター 

事業内容   日本語学習リソースコーナーの運営、図書資料の購入及び貸出業務 

 

(12) 日本文化紹介事業（1回）〔支出額 355千円/事業収入 6千円〕 

 

実 施 日  令和元年 7月 13日(土) 

場  所  岡山国際交流センター 5階 調理実習室、和室、会議室（3） 

地階 レセプションホール 

   内 容 等  <日本文化体験・交流会> 

         在住外国人と日本人参加者が集い、浴衣の着付け、折り紙、料理作り（巻き寿司）

をそれぞれ体験し、午後は交流パーティー、お琴の演奏会を行った。演奏会の後

は、参加者がお琴に触れる体験も行った。 

   参 加 費  協会会員／外国人／高校生以下 無料、一般 2,000円 

     対   象   外国人、一般県民 

   参 加 者  63名 

                  〔定員 着付け 30名（女子 25名、男子 5名）、お菓子作り 20名／申込者 68名〕 

  

(13) 「やさしい日本語」の普及事業〔支出額 104千円〕（103,529円）  

 

【やさしい日本語研修会】 

   実 施 日  令和 2年 2月 8日(土)開催 

   場  所  岡山国際交流センター 7階 多目的ホール  

  内 容 等   テーマ「『やさしい日本語』の基礎」 

対  象  協会ボランティア、日本語ボランティア、学校教諭、 

多文化共生コミュニケーションサポーター、地域共生サポーター等 

   参 加 者  参加人数 44名 

 

 

６．NGO・NPO・ボランティアの育成・支援に関する事業 

 

(1)ボランティア登録制度の運営〔支出額 170千円〕 

【国際ボランティア人材バンクの管理運営】 

   内  容  国際ボランティア（通訳・翻訳、ホームステイ・ホームビジット受入、日本語指導、

協会サポーター等 8分野）の登録、ボランティア紹介等 

   登 録 者  延 317名（分野別登録者の計） 



   活動実績  延 2,307名 

通訳・翻訳ボランティア 延 93 名（英語 40 名、中国語（簡体字）20 名、中国語

（繁体字）5名、韓国語 4名、ベトナム語 7名、タガロ

グ語 3名、ポルトガル語 5名、フランス語 3名、インド

ネシア語 3名、タイ語 3名） 

ホームステイ受入 延 17家庭 

ホームビジット受入 延 8家庭 

日本語指導ボランティア 延 1,567名（OJC 924名、ONN 643名） 

日本文化紹介 延 2名 

外国紹介 延 7名 

協会サポーター 延 20名 

協会ボランティア 情報相談コーナー 延 179名 

協会ボランティア 図書資料室 延 414名 

【情報相談コーナー・図書資料室ボランティア研修会】 

   実 施 日  平成 31年 4月 23日(火) 10時 30分～12時 00分 

   場  所  岡山国際交流センター 4階 交流サロン 

   内  容   協会概要、平成 31年度事業、情報相談コーナー・図書資料室の業務、 

ボランティア業務について説明 

   対  象  情報相談コーナー及び図書資料室ボランティア登録者 

   参 加 者  11名 

 

【ボランティア全体研修会】  

   実 施 日  令和 2年 1月 25日（土）13時～16時 

   場  所  岡山国際交流センター 5階 会議室（1） 

    内 容 等   研修会「地域での多文化共生のひろがり」講義およびワークショップ 

   対  象  協会のボランティア登録者 

   参 加 者  23名 

 

 (2) 災害時多言語支援センター設置事業〔支出額 302千円〕 

  【岡山県災害時多言語支援センター 設置・運営に係る整備】 

     災害時の外国人支援のために、岡山県災害時多言語支援センターの設置・運営の手順を具体的 

に書いた「設置・運営マニュアル（実務者用）」をもとに、職員・災害救援専門ボランティア等 

を対象にした研修訓練を実施。災害時多言語支援センター運営に必要な物品、備蓄品を整備。  

実 施 日    令和元年 12月 15日（日） 

（第 1回災害救援専門ボランティア（通訳・翻訳）研修会と共催）    

    

(3) 災害救援専門ボランティア(通訳・翻訳)研修事業〔支出額 412千円〕 

【災害救援専門ボランティア（通訳・翻訳）研修会】（2回） 

   実 施 日  令和元年 12月 15日(日) 、令和2年 2月 22日(土)  

   参 加 費  無料 

   対   象    災害時の外国人支援に関心のある県民（国籍不問）   

   主  催  （一財）岡山県国際交流協会 



   内 容 等  第 1回(令和元年 12月 15日) 

場  所  岡山国際交流センター 4階  図書資料室、5階  会議室(1) 

                 参加人数  40名 

           共  催  岡山県、岡山市 

         内  容  災害時の外国人支援に関する講義及びワークショップ  

災害時多言語支援センター設置運訓練  

          第 2回(令和 2年 2月 22日) 

         場  所  岡山国際交流センター 8階 イベントホール 

                 参加人数  52名 

           共  催  岡山県、岡山市、岡山ロータリークラブ  

         内  容  災害時の外国人支援に関する講義及びワークショップ  

                非常食体験    

  

（4）災害時の外国人セーフティネット構築事業〔支出額 167千円〕 

 実 施 日  通年事業 

 参 加 費  無料 

 対   象   日本人及び在住外国人で、日本語以外の言語もできる人 

       地域の外国籍市民に対し、各言語で情報提供できる人 

       災害時に避難所等の巡回活動に参加できる人 

 主   催  （一財）岡山県国際交流協会 

 内 容 等  各県民局及び管内の自治体や関係団体への協力依頼と調整（瀬戸内市役所、備前市役所、 

高梁市役所、新見市役所、吉備中央町役場、赤磐市役所、美作市役所、勝央町役場訪問） 

        各県民局及び自治体から推薦してもらった登録希望者は｢災害救援専門ボランティア

（通訳、翻訳）研修会｣に参加 

「災害時多言語支援リーダー」募集説明会で（令和元年 12月 15日(日)、令和 2年 2月 

22日（土）実施 )登録希望者の意思確認。11名が登録 

 

 

７．岡山国際交流センターの管理運営 

(1) センターの施設及び設備の管理 

 

(2) 岡山国際交流センター貸会議室利用促進事業〔支出額 136千円〕 

   内  容  タウンページ広告掲載 

新規利用者の開拓（パンフレット郵送等）581通 

  

(3) 岡山国際交流センター ホームページの運用〔支出額 128千円〕 

  岡山国際交流センターの貸施設などの情報を提供。 

 

 

８．その他 

(1) 会報誌「おかやま国際交流」の発行 〔支出額 698千円〕 

  会報誌「おかやま国際交流」を年 4回発行。（10頁／部 1,100部） 

  



 (2) 協会ホームページの運用〔支出額  1,379千円〕 

   協会のイベント、国際交流・国際理解、外国人支援 等の情報を提供。 

   年間延アクセス数（令和元年 3月末現在）123,798件  

       年間延ユーザー数（令和元年 3月末現在）31,264件  

 

 (3) 会員の状況（令和 2年 3月 31日現在）〔支出額 134千円／事業収入 1,402千円〕 

      

    

      

 

 

正会員  

①  個人会員 295名  （会費  年額  2,000円）  

②  団体会員 33団体 （会費  年額  10,000円）   

③  賛助会員 4団体 （会費  年額  30,000円）   

ジャパニーズクラス会員 181名   （会費 年額   2,000円） 


